
(57)【要約】

本発明は、固体粒子を含有する流体（１１８）を塗布す

るシステムに関する。当該システムは、ノズル機構（１

１０）及び搬送装置（１５０）を備える。搬送装置（１

５０）の搬送方向（１３０）とノズル機構（１１０、２

１０、３１０、４１０）の流出路（１２４）との間に形

成される角度は、鈍角である。本発明は、１つのこのよ

うなシステムのためのノズル機構（１１０）及びフィル

タ機構（５７０）にも関する。上記ノズル機構（１１０

）は、エンドピース受け部材（１１２）及びそれに固定

されるエンドピース（１１４）を備える。流路がノズル

機構（１１０）に形成され、この流路は、接続路（１２

０）と、隣接する分配路（１２２）と、隣接する流出路

（１２４）とを備える。接続路（１２０）及び分配路（

１２２）は、エンドピース受け部材（１１２）に形成さ

れ、流路内の全ての方向転換は９０°未満である。フィ

ルタ機構（５７０）は、流体供給ライン（５７４）と、

流体排出ライン（５７６）と、流路（５８７）と、扁平

なフィルタ部材（５８０、５８１、５８２）とを備え、

当該フィルタ部材の断面積は実質的に同じサイズである
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 （ １ １ ２ 、 ３ １ ２ ） 及 び そ れ に 取 り 付 け ら れ る エ ン ド ピ ー ス （ １
１ ４ 、 ３ １ ４ ） を 有 し 、 流 体 供 給 ラ イ ン に 接 続 さ れ 得 る 接 続 路 （ １ ２ ０ 、 ２ ２ ０ 、 ４ ２ ０
） と 、 下 流 で 接 続 さ れ る 分 配 路 （ １ ２ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ４ ２ ２ ） と 、 さ ら に 下 流 で 接 続 さ れ て
流 体 流 出 ス リ ッ ト （ １ ２ ６ ） に つ な が る 流 出 路 （ １ ２ ４ 、 ２ ２ ４ 、 ４ ２ ４ ） と を 有 す る 流
体 路 が 形 成 さ れ て い る 、 固 体 粒 子 を 含 有 す る 流 体 （ １ １ ８ ） を ノ ズ ル 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １
０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） に 対 し て 移 動 可 能 な 基 材 （ １ ３ ２ ） に 塗 布 す る ノ ズ ル 機 構 （ １ １ ０
、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 接 続 路 （ １ ２ ０ 、 ２ ２ ０ 、 ４ ２ ０ ） 及 び 前 記 分 配 路 （ １ ２ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ４ ２ ２ ） は
、 前 記 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 （ １ １ ２ 、 ３ １ ２ ） 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 形 成 さ れ 、 前 記
流 体 路 内 の 全 て の 方 向 転 換 が ９ ０ ° 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 ノ ズ ル 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 弁 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 分 配 路 （ １ ２ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ４ ２ ２ ） は 、 前 記 接 続 路 （ １ ２ ０ 、 ２ ２ ０ 、 ４ ２ ０ ） と
同 一 平 面 上 に あ る か 又 は 該 接 続 路 （ １ ２ ０ 、 ２ ２ ０ 、 ４ ２ ０ ） の 中 心 軸 に 対 す る 傾 き が ９
０ ° 未 満 で あ る 床 （ １ ２ ８ ） を 有 す る と と も に 周 面 （ １ ６ ４ 、 ２ ６ ４ 、 ４ ６ ４ ） を 有 す る
ホ ッ パ の 形 態 で あ り 、 前 記 床 （ １ ２ ８ ） 及 び 前 記 少 な く と も １ つ の 周 面 （ １ ６ ４ 、 ２ ６ ４
、 ４ ６ ４ ） は 、 ア ー ル 部 （ ２ ６ ６ 、 ４ ６ ６ ） の 形 態 で 互 い に つ な が る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 弁 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 弁 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 分 配 路 （ １ ２ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ４ ２ ２ ） は 、 前 記 流 体 流 出 ス リ ッ ト （ １ ２ ６ ） に 対 し て
垂 直 な 断 面 で 見 る と 流 れ 方 向 に 徐 々 に 細 く な り 、 且 つ 前 記 断 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に は 徐
々 に 広 が っ て お り 、 前 記 分 配 路 （ １ ２ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ４ ２ ２ ） の 断 面 は ほ ぼ 一 定 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 弁 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 弁 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 分 配 路 （ １ ２ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ４ ２ ２ ） の 前 記 床 （ １ ２ ８ ） 及 び 前 記 少 な く と も １ つ の
周 面 （ １ ６ ４ 、 ２ ６ ４ 、 ４ ６ ４ ） は 、 研 磨 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記
載 の 弁 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 弁 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 エ ン ド ピ ー ス （ １ １ ４ 、 ３ １ ４ ） は 、 前 記 流 体 流 出 ス リ ッ ト （ １ ２ ６ ） に よ っ て 片
側 が 境 界 付 け ら れ る 、 前 記 基 材 （ １ ３ ２ ） を 導 入 す る た め の 接 触 面 を 有 し 、 前 記 流 出 路 （
１ ２ ４ 、 ２ ２ ４ 、 ４ ２ ４ ） の 中 心 軸 と 前 記 流 体 流 出 ス リ ッ ト （ １ ２ ６ ） の 領 域 の 前 記 接 触
面 と の 間 は 、 前 記 流 体 流 出 ス リ ッ ト （ １ ２ ６ ） に 対 し て 垂 直 な 平 面 で 見 る と 鋭 角 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 弁 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 弁 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） で あ っ て 、
　 加 圧 ガ ス 源 に 接 続 可 能 で あ り 、 且 つ 前 記 ガ ス 流 出 オ リ フ ィ ス （ １ ４ ０ ） か ら 出 る ガ ス の
流 れ が 前 記 流 体 流 出 ス リ ッ ト （ １ ２ ６ ） に 向 か っ て 流 れ て も 、 前 記 流 体 路 の う ち 前 記 接 触
面 に 面 し て い な い 側 に 位 置 す る 前 記 ノ ズ ル 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） の 外
面 に 集 ま り 得 る い か な る 流 体 （ １ １ ８ ） に も 、 前 記 ガ ス の 流 れ が 当 た ら な い よ う に 、 前 記
流 体 路 の う ち 前 記 接 触 面 に 面 し て い な い 側 に 配 置 さ れ る 、 加 圧 ガ ス 路 （ １ ４ ２ ） を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 弁 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
　 弁 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 （ １ １ ２ 、 ３ １ ２ ） と 前 記 エ ン ド ピ ー ス （ １ １ ４ 、 ３ １ ４ ）
と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 床 （ １ ２ ８ ） の 反 対 側 で 前 記 分 配 路 （ １ ２ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ４ ２ ２ ）
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と の 境 界 を 成 し 、 且 つ 周 方 向 で 前 記 流 出 路 （ １ ２ ４ 、 ２ ２ ４ 、 ４ ２ ４ ） と の 境 界 を 成 す 空
所 を 有 す る 、 ス ペ ー サ シ ー ト を 特 徴 と す る 、 先 行 の 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 弁 機 構
。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ノ ズ ル 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １
０ ） と 、 該 ノ ズ ル 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） と 基 材 （ １ ３ ２ ） と の 間 の を
相 対 運 動 を さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 搬 送 装 置 （ １ ５ ０ ） と を 有 す る 、 固 体 粒 子 を 含 有 す る
流 体 （ １ １ ８ ） を 前 記 基 材 （ １ ３ ２ ） に 塗 布 す る シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 流 体 流 出 ス リ ッ ト （ １ ２ ６ ） の 流 去 側 に お け る 、 前 記 ノ ズ ル 機 構 （ １ １ ０ 、 ２ １ ０
、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ ） の 前 記 流 出 路 （ １ ２ ４ 、 ２ ２ ４ 、 ４ ２ ４ ） の 中 心 軸 と 前 記 搬 送 装 置 （
１ ５ ０ ） の 搬 送 方 向 （ １ ３ ０ ） と の 間 の 角 度 は 、 前 記 流 体 流 出 ス リ ッ ト （ １ ２ ６ ） に 対 し
て 垂 直 な 断 面 で 見 る と 鈍 角 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 流 体 供 給 ラ イ ン （ ５ ７ ５ ） と 、 流 体 排 出 ラ イ ン （ ５ ７ ８ ） と 、 前 記 流 体 供 給 ラ イ ン 及 び
前 記 流 体 排 出 ラ イ ン を 接 続 す る 流 路 （ ５ ８ ７ ） と 、 該 流 路 内 に 配 置 さ れ る 平 板 状 フ ィ ル タ
部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ ） を 有 す る フ ィ ル タ 機 構 （ ５ ７ ０ 、 ６ ７ ０ ） と を 有 し 、 前
記 流 体 供 給 ラ イ ン （ ５ ７ ４ ） 、 前 記 流 体 排 出 ラ イ ン （ ５ ７ ６ ） 、 前 記 流 路 （ ５ ８ ７ ） 、 及
び 前 記 フ ィ ル タ 部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ ） の 断 面 積 は 、 実 質 的 に 同 じ サ イ ズ で あ る
、 請 求 項 ８ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 流 れ 方 向 に 小 さ く な る メ ッ シ ュ サ イ ズ を 有 す る 複 数 の 平 板 状 フ ィ ル タ 部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５
８ １ 、 ５ ８ ２ ） が 、 前 記 流 路 （ ５ ８ ７ ） 内 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記
載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 流 路 （ ５ ８ ７ ） の 経 路 は 、 実 質 的 に 直 線 状 で あ り 、 前 記 フ ィ ル タ 部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５
８ １ 、 ５ ８ ２ ） の 表 面 は 、 前 記 流 路 の 流 れ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 流 れ 方 向 と 一 致 す る 主 延 在 方 向 を 有 し 、 且 つ 前 記 フ ィ ル タ 部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８
２ ） が ス ペ ー サ ス リ ー ブ （ ５ ８ ４ 、 ５ ８ ５ 、 ５ ８ ６ ） に よ っ て 取 り 外 し 可 能 に 挿 入 さ れ る
、 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ７ ２ ） を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ な い し １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の シ ス テ ム で 用 い る フ ィ ル タ 機 構 （ ５ ７ ０ 、 ６ ７ ０ ） で あ っ て
、 流 体 供 給 ラ イ ン （ ５ ７ ５ ） と 、 流 体 排 出 ラ イ ン （ ５ ７ ８ ） と 、 前 記 流 体 供 給 ラ イ ン 及 び
前 記 流 体 排 出 ラ イ ン を 接 続 す る 流 路 （ ５ ８ ７ ） と 、 該 流 路 内 に 配 置 さ れ る 平 板 状 フ ィ ル タ
部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ ） と を 有 し 、 前 記 流 体 供 給 ラ イ ン （ ５ ７ ４ ） 、 前 記 流 体 排
出 ラ イ ン （ ５ ７ ６ ） 、 前 記 流 路 （ ５ ８ ７ ） 、 及 び 前 記 フ ィ ル タ 部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５
８ ２ ） の 断 面 積 は 、 実 質 的 に 同 じ サ イ ズ で あ る 、 フ ィ ル タ 機 構 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 フ ィ ル タ 機 構 （ ５ ７ ０ 、 ６ ７ ０ ） で あ っ て 、 流 れ 方 向 に 小 さ く な る メ ッ シ ュ サ イ ズ を 有
す る 複 数 の 平 板 状 フ ィ ル タ 部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ ） が 、 前 記 流 路 （ ５ ８ ７ ） 内 に
配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の フ ィ ル タ 機 構 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 フ ィ ル タ 機 構 （ ５ ７ ０ 、 ６ ７ ０ ） で あ っ て 、 前 記 流 路 （ ５ ８ ７ ） の 経 路 は 、 実 質 的 に 直
線 状 で あ り 、 前 記 フ ィ ル タ 部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ ） の 表 面 は 、 前 記 流 路 の 流 れ 方
向 に 対 し て 垂 直 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ に 記 載 の フ ィ ル タ 機 構 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 フ ィ ル タ 機 構 （ ５ ７ ０ 、 ６ ７ ０ ） で あ っ て 、 流 れ 方 向 と 一 致 す る 主 延 在 方 向 を 有 し 、 且
つ 前 記 フ ィ ル タ 部 材 （ ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ ） が ス ペ ー サ ス リ ー ブ （ ５ ８ ４ 、 ５ ８ ５ 、
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５ ８ ６ ） に よ っ て 取 り 外 し 可 能 に 挿 入 さ れ る 、 ハ ウ ジ ン グ （ ５ ７ ２ ） を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ ３ な い し １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ィ ル タ 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 固 体 粒 子 を 含 有 す る 流 体 を ノ ズ ル 機 構 に 対 し て 移 動 可 能 な 基 材 に 塗 布 す る ノ
ズ ル 機 構 で あ っ て 、 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 及 び そ れ に 取 り 付 け ら れ る エ ン ド ピ ー ス を 有 し
、 流 体 供 給 ラ イ ン に 接 続 さ れ 得 る 接 続 路 と 、 下 流 で 接 続 す る 分 配 路 と 、 さ ら に 下 流 で 接 続
し て 流 体 流 出 ス リ ッ ト に つ な が る 流 出 路 と を 有 す る 流 体 路 が 形 成 さ れ て い る 、 ノ ズ ル 機 構
に 関 す る 。 本 発 明 は 、 上 記 の ノ ズ ル 機 構 を 有 し 、 且 つ ノ ズ ル 機 構 と 基 材 と の 間 の 相 対 運 動
さ せ る よ う に 配 列 さ れ る 搬 送 装 置 を 有 す る 、 粒 子 を 含 有 す る 流 体 を 基 材 に 塗 布 す る シ ス テ
ム に も 関 す る 。 最 後 に 、 本 発 明 は 、 上 記 の シ ス テ ム で 用 い る フ ィ ル タ 機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 機 構 及 び シ ス テ ム は 、 （ 溶 融 ） 接 着 剤 、 塗 料 、 ロ ー シ ョ ン 、 コ ー テ ィ ン グ 材
料 等 の 種 々 の 流 体 材 料 を 、 ビ ー ズ 、 ラ イ ン 、 ド ッ ト の 形 態 で 、 又 は 表 面 全 体 に 連 続 的 又 は
断 続 的 に 塗 布 す る た め に 用 い ら れ る 。 こ の よ う な シ ス テ ム は 、 流 体 源 、 例 え ば （ 加 熱 ） 接
着 剤 槽 を 含 む か 、 又 は こ の よ う な 供 給 源 に 接 続 さ れ 、 こ の よ う な 供 給 源 か ら フ ィ ル タ 機 構
を 通 し て 流 体 が 搬 送 さ れ る 。 流 体 の 搬 送 は 、 シ ス テ ム に 属 す る ポ ン プ と 、 下 流 で 接 続 さ れ
、 同 様 に シ ス テ ム に 属 す る と と も に 必 要 な 場 合 は 加 熱 さ れ る 接 続 ホ ー ス と を 用 い て 行 わ れ
る 場 合 が あ る 。 接 続 ホ ー ス は 、 こ の い わ ゆ る （ 溶 融 及 び ） 搬 送 装 置 を 下 流 に 位 置 す る い わ
ゆ る ア プ リ ケ ー タ ヘ ッ ド に 接 続 し 、 ア プ リ ケ ー タ ヘ ッ ド は 、 流 体 供 給 ラ イ ン と 、 流 体 供 給
ラ イ ン に 接 続 さ れ る 弁 機 構 と 、 ノ ズ ル 機 構 と を 含 む 。 流 体 の 流 れ は 、 弁 機 構 に よ っ て 遮 断
及 び 放 出 さ れ る 。 弁 が 開 く と 、 流 体 が フ ィ ル タ 機 構 、 接 続 ホ ー ス 、 流 体 供 給 ラ イ ン 、 及 び
ノ ズ ル 機 構 内 に 位 置 す る 流 体 路 を 通 っ て 流 れ 、 圧 力 下 で 流 体 流 出 ス リ ッ ト か ら 出 る 。 こ の
よ う に し て 、 搬 送 装 置 を 用 い て ノ ズ ル 機 構 に 対 し て 、 よ り 厳 密 に は 流 体 流 出 ス リ ッ ト に 対
し て 移 動 さ せ ら れ る 基 材 に 、 流 体 が 塗 布 さ れ る 。 こ れ ら の シ ス テ ム に は 、 流 体 が 塗 布 さ れ
て い る 間 に ノ ズ ル 機 構 が 基 材 と 接 触 し て い る も の が あ る が （ 接 触 型 ） 、 ノ ズ ル 機 構 と 基 材
と の 間 で ギ ャ ッ プ が 保 た れ る 装 置 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 種 々 の 産 業 分 野 に お い て 、 コ ー テ ィ ン グ 粉 体 の 重 要 性 は 高 ま り つ つ あ る 。 例 え ば 、 熱 活
性 型 の 粉 体 、 水 和 剤 、 又 は 超 吸 収 性 の 粉 体 が 、 お む つ 、 ナ プ キ ン 、 病 院 の 洗 濯 用 品 、 又 は
他 の 衛 生 用 品 等 の 衛 生 品 業 界 に お い て 、 カ ー ペ ッ ト 、 壁 装 材 、 椅 子 張 り 生 地 等 の 家 庭 用 繊
維 製 品 に 関 す る 衣 料 業 界 に お い て 、 化 粧 品 業 界 に お け る い わ ゆ る 「 フ ィ ル ド ロ ー シ ョ ン （
filled lotion） 」 又 は 「 ピ ー リ ン グ 」 と し て 、 コ ー テ ィ ン グ さ れ た フ ィ ル タ の 生 産 に お
い て 、 及 び 多 く の 他 の 製 品 の た め に 、 用 い ら れ る こ と が し ば し ば あ る 。 原 理 上 、 こ の よ う
な 粉 体 は 、 液 体 の 担 体 物 質 の 混 合 物 の 形 態 で 塗 布 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 固 体
粒 子 を 含 有 す る 流 体 は 分 離 す る 傾 向 を 示 し 、 こ れ が 既 知 の 塗 布 シ ス テ ム で は 種 々 の 場 所 に
粒 子 が 付 着 す る こ と に つ な が る た め 、 既 知 の 塗 布 シ ス テ ム は こ の よ う な 固 体 粒 子 を 含 有 す
る 流 体 を 塗 布 す る の に 適 し て い な い 。 付 着 は 、 固 体 成 分 を 含 む 軟 膏 （ 亜 鉛 軟 膏 等 ） 又 は 同
様 の （ ペ ー ス ト 状 の ） 流 体 の 自 動 塗 布 に 関 す る 主 要 な 問 題 で も あ る 。 こ れ に よ り 、 こ れ ら
の シ ス テ ム は 非 常 に 短 時 間 （ 数 分 の １ ミ リ 秒 （ fractions of milliseconds： 一 瞬 ） ） で
対 応 す る 場 所 が 詰 ま る 傾 向 が あ り 、 そ の 結 果 、 固 体 粒 子 を 含 有 す る 流 体 の 塗 布 は 全 く 不 可
能 と な る か 、 又 は 少 な く と も 塗 布 パ タ ー ン が 乱 れ 、 且 つ ／ 又 は 使 用 不 可 能 と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 固 体 粒 子 又 は 粉 状 粒 子 を 含 有 す る 流 体 を 塗 布 す る 際 の 上
記 の 問 題 を 解 決 す る 、 シ ス テ ム 、 ノ ズ ル 機 構 、 及 び フ ィ ル タ 機 構 を 作 製 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 問 題 は 、 冒 頭 に 記 載 し た タ イ プ の ノ ズ ル 機 構 で あ っ て 、 接 続 路 及 び 分 配 路 は 、 エ
ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 （ １ １ ２ 、 ３ １ ２ ） 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 形 成 さ れ 、 流 体 路 内 の 全
て の 方 向 転 換 が ９ ０ ° 未 満 で あ る 、 ノ ズ ル 機 構 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ノ ズ ル 機 構 内 の 、 速 度 の 激 し い 変 化 に よ り 乱 流 が 起 こ る 場 所 に 、 粉 状 の 固 体
粒 子 が 特 に 付 着 す る と い う 知 識 に 基 づ く も の で あ る 。 方 向 が 、 し た が っ て 速 度 が 激 し く 変
化 し な い 実 質 的 に 直 線 状 の 流 れ を 確 実 に す る よ う 留 意 す る こ と に よ り 、 本 発 明 に よ る 装 置
に お い て 流 体 か ら の 固 体 粒 子 の 分 離 と そ の 付 着 と が 回 避 さ れ る 。 こ れ は 一 方 で 、 流 体 路 の
個 々 の 部 分 、 す な わ ち 接 続 路 、 分 配 路 、 及 び 流 出 路 内 で 、 ま た こ れ ら の ゾ ー ン 間 の 遷 移 部
で 、 ９ ０ ° 未 満 の 偏 角 し か 生 じ な い こ と を 意 味 す る 。 流 体 の 粘 度 に 応 じ て 、 全 て の 偏 角 は
、 ４ ５ ° 未 満 の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ２ ５ ° 未 満 で あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。 こ の
措 置 に よ っ て 最 大 限 に 確 保 さ れ る 層 流 は 、 固 体 粒 子 と 流 体 と の 分 離 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 分 配 路 は 、 接 続 路 と 整 合 す る か 又 は 接 続 路 の 中 心 軸 か ら の 傾 き が ９ ０ ° 未
満 で あ る 床 と 、 少 な く と も １ つ の 周 面 と を 有 す る ホ ッ パ と し て 形 成 さ れ 、 床 及 び 少 な く と
も １ つ の 周 面 は 、 ア ー ル 部 の 形 態 で 互 い に つ な が る 。 こ の 場 合 も 、 流 体 の 粘 度 に 応 じ て 、
床 と 接 続 路 の 中 心 軸 と の 間 の 角 度 は 、 ４ ５ ° 未 満 、 場 合 に よ っ て は ２ ５ ° 未 満 で あ る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 分 配 路 は 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト に 対 し て 垂 直 な 断 面 で 見 る と 流 れ 方 向 に 徐 々
に 細 く な り 、 且 つ 上 記 断 面 に 対 し て 垂 直 に 見 る と 徐 々 に 広 が っ て お り 、 分 配 路 の 断 面 は ほ
ぼ 一 定 で あ る 。 こ の 措 置 に よ り 、 流 れ 方 向 を 横 切 る 所 望 の 方 向 、 す な わ ち 流 体 流 出 ス リ ッ
ト の 方 向 に 流 体 が 分 配 さ れ る よ う に な る 一 方 で 、 断 面 が 一 定 で あ る た め 流 速 は 低 下 し な い
こ と が 確 実 に な る 。 流 出 ス リ ッ ト の 全 幅 に わ た っ て 均 一 な 圧 力 分 布 に 加 え て 、 こ れ は 一 方
で は 、 急 激 又 は 不 連 続 な 膨 脹 と は 対 照 的 に 、 固 体 粒 子 を 堆 積 さ せ る 可 能 性 が あ る デ ッ ド ス
ペ ー ス （ dead cavities） が な い と い う 利 点 を 有 す る 。 他 方 で は 、 固 体 粒 子 が 同 様 に 特 に
付 着 す る よ う な 流 速 が 遅 い 場 所 も な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 分 配 路 の 床 及 び 少 な く と も １ つ の 周 面 は 研 磨 さ れ る 。 こ れ
に よ り 、 表 面 粗 さ が 低 下 し 、 付 着 の 傾 向 も 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 エ ン ド ピ ー ス は 、 基 材 を 導 入 す る た め の 接 触 面 を 有 し 、 こ
の 接 触 面 は 、 片 側 が 流 体 流 出 ス リ ッ ト に よ っ て 境 界 付 け ら れ 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト に 対 し て
垂 直 な 平 面 で 見 る と 、 流 出 路 の 中 心 軸 と 流 体 流 出 ス リ ッ ト の 領 域 の 接 触 面 と の 間 に は 鋭 角
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 固 体 粒 子 が 速 度 変 化 の 激 し い 場 所 に 付 着 す る 傾 向 は 通 常 、 流 出 ス リ ッ ト の う ち 流 体 が そ
の 表 面 張 力 に よ り 付 着 す る 可 能 性 が あ る 場 所 及 び そ の 結 果 流 速 が 低 下 す る 場 所 に 、 材 料 の
小 塊 を 蓄 積 さ せ 、 材 料 の 小 塊 は 制 御 さ れ ず に 不 規 則 な 間 隔 で 剥 が れ 落 ち る 。 こ れ に よ り 、
不 均 一 な 塗 布 パ タ ー ン が 生 じ る 。 流 出 路 内 の 流 体 の 流 れ 方 向 が 基 材 の （ 相 対 ） 運 動 方 向 の
成 分 を 得 る よ う に ノ ズ ル 機 構 を 回 転 さ せ た 場 合 、 流 体 の 流 出 と 基 材 表 面 上 へ の 堆 積 （ 塗 布
） と の 間 の 速 度 変 化 は 、 流 出 路 が 基 材 表 面 に 対 し て ９ ０ ° の 角 度 に あ る 既 知 の ノ ズ ル 機 構
の 場 合 よ り も 小 さ い 。 別 の 言 い 方 を す る と 、 流 出 ／ 塗 布 時 の 流 体 の 流 れ の 偏 角 も ９ ０ ° 未
満 で あ る 。 そ の 結 果 、 流 体 の 流 れ に 対 す る 妨 げ は 、 従 来 技 術 か ら こ れ ま で 既 知 で あ っ た 装
置 の 場 合 よ り も 大 き く な い た め 、 流 出 ス リ ッ ト に お け る 材 料 の 蓄 積 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 最 後 に 述 べ た 実 施 形 態 で は 、 流 出 路 の 中 心 軸 と 流 体 流 出 ス リ ッ ト の 領 域 の 接 触
面 と の 間 の 角 度 が 既 知 の ノ ズ ル 機 構 又 は エ ン ド ピ ー ス の よ う に ９ ０ ° で は な く 、 ノ ズ ル 機
構 の 回 転 角 度 の 量 だ け 小 さ く な る こ と に よ り 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト に 隣 接 す る 接 触 面 が 、 接
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触 塗 布 の た め に 流 体 流 出 ス リ ッ ト の 領 域 で 基 材 と 接 線 接 触 す る こ と が 考 慮 に 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 機 構 の 上 記 の 問 題 に 関 す る 別 の 改 善 法 は 、 ノ ズ ル 機 構 が 、 加 圧 ガ ス
源 に 接 続 可 能 で あ り 、 且 つ ガ ス 流 出 オ リ フ ィ ス に つ な が る ガ ス 加 圧 路 を 有 し 、 こ の ガ ス 加
圧 路 は 、 ガ ス 流 出 オ リ フ ィ ス か ら 出 る ガ ス の 流 れ が 流 体 流 出 ス リ ッ ト に 向 か っ て 流 れ 、 流
体 路 の う ち 接 触 面 に 面 し て い な い 側 に 位 置 す る ノ ズ ル 機 構 の 外 面 に 集 ま り 得 る い か な る 流
体 に 、 ガ ス の 流 れ が 当 た る よ う に 、 流 体 路 の う ち 接 触 面 に 面 し て い な い 側 に 配 置 さ れ る こ
と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 最 後 に 述 べ た 措 置 は 、 流 体 を 付 着 さ せ な い 効 果 も あ り 、 し た が っ て 、 流 体 が 基 材 の 表 面
上 に 堆 積 す る ま で 流 体 を 均 一 に 流 す よ う に す る 。 こ れ は 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト の 汚 れ 及 び （
部 分 的 な ） 閉 塞 と 、 不 均 一 な 塗 布 パ タ ー ン と の 防 止 に さ ら に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 問 題 は さ ら に 、 上 記 の ノ ズ ル 機 構 の う ち い ず れ か を 有 す る 、 冒 頭 に 記 載 の シ ス テ
ム で あ っ て 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト の 流 去 （ 流 出 ） 側 に お け る 、 ノ ズ ル 機 構 の 流 出 路 の 中 心 軸
と 搬 送 装 置 と の 間 の 角 度 は 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト に 対 し て 垂 直 な 断 面 で 見 る と 鈍 角 で あ る 、
シ ス テ ム に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 流 体 流 出 ス リ ッ ト の 流 去 側 、 す な わ ち 接 触 面 か ら 遠 い 流 出 路 の 側 に お け る 、 流 出 路 の 中
心 軸 と 基 材 と の 間 の 角 度 を 拡 大 す れ ば 、 上 述 の 結 果 が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 こ の 場 合 、 流
出 路 内 の 流 体 の 流 れ 方 向 は 、 ノ ズ ル 機 構 と 基 材 と の 相 対 運 動 の 方 向 の 成 分 を 得 る 。 こ れ は
、 流 体 の 流 出 と 塗 布 と の 間 の 速 度 変 化 を 小 さ く す る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 上 記 の 問 題 は 、 か か る シ ス テ ム で 用 い る フ ィ ル タ 機 構 で あ っ て 、 流 体 供 給 ラ イ
ン と 、 流 体 排 出 ラ イ ン と 、 流 体 供 給 ラ イ ン 及 び 流 体 排 出 ラ イ ン を 接 続 す る 流 路 と 、 流 路 内
に 配 置 さ れ る 扁 平 な フ ィ ル タ 部 材 と を 有 し 、 流 体 供 給 ラ イ ン 、 流 体 排 出 ラ イ ン 、 流 路 、 及
び フ ィ ル タ 機 構 の 断 面 積 は 、 実 質 的 に 同 じ サ イ ズ で あ る 、 フ ィ ル タ 機 構 に よ っ て 解 決 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 軸 方 向 入 口 を 有 す る 円 筒 状 の フ ィ ル タ 部 材 を 有 す る フ ィ ル タ 機 構 が 、 従 来 技 術 か ら 既 知
で あ る 。 フ ィ ル タ 機 構 お い て 、 流 体 は 、 収 縮 し た 断 面 を 通 っ て フ ィ ル タ 内 部 へ 流 れ 込 み 、
方 向 転 換 さ せ ら れ た 後 に 、 円 筒 状 の 周 面 を 通 っ て 半 径 方 向 に 出 る 。 こ れ に よ り 、 比 較 的 小
型 の 構 成 で 比 較 的 大 き な フ ィ ル タ 表 面 が 可 能 と な る が 、 そ れ は い ず れ に し て も 、 流 体 が 流
れ る 断 面 の 拡 大 も 意 味 す る 。 そ の 結 果 、 流 速 は フ ィ ル タ の 内 部 及 び 外 部 の 両 方 で 低 下 し 、
固 体 粒 子 は 、 上 記 の 理 由 に よ り 、 フ ィ ル タ 又 は フ ィ ル タ を 囲 む フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ を 通 っ
て 流 路 に 、 特 に デ ッ ド ス ペ ー ス 又 は デ ッ ド コ ー ナ ー に 堆 積 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 フ ィ ル タ 機 構 に は 、 流 路 内 に 配 置 さ れ る 複 数 の 平 板 状 （ 扁 平 な ） フ ィ ル タ
部 材 が あ り 、 そ の メ ッ シ ュ サ イ ズ は 流 れ 方 向 に 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 機 構 は 、 種 々 の ス ク リ ー ン の 直 列 配 列 が 粒 状 の 大 量 生 産 品 を 異 な る サ イ ズ 画
分 に 分 け る 役 割 を 果 た す 、 ス ク リ ー ニ ン グ 技 術 か ら 既 知 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 の
機 構 は 、 断 面 積 を 拡 大 し な い こ と に よ り 、 既 知 の 円 筒 状 フ ィ ル タ と 比 較 し て フ ィ ル タ 領 域
が 意 図 的 に 縮 小 す る と い う 問 題 に 立 ち 向 か う 。 フ ィ ル タ の 耐 用 寿 命 が 短 く な る と い う 結 果
は 、 流 れ 方 向 に 次 々 に 配 置 さ れ る フ ィ ル タ 部 材 の メ ッ シ ュ サ イ ズ が 小 さ く な る こ と に よ り
、 す な わ ち 、 濾 液 に 応 じ て ほ ぼ 同 量 の フ ィ ル タ ケ ー キ が フ ィ ル タ そ れ ぞ れ に お い て 分 離 さ
れ る よ う に す る こ と に よ り 、 本 発 明 に よ り 少 な く と も あ る 程 度 は 補 償 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 有 利 に は 、 流 路 の 進 路 は 実 質 的 に 直 線 状 で あ り 、 フ ィ ル タ 部 材 の 表 面 は 流 れ 方 向 に 対 し
て 垂 直 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 流 れ 方 向 が 直 線 状 で あ る た め 、 流 体 を 半 径 方 向 に 偏 向 さ せ る 必 要 は な い 。 こ れ に よ り 、
流 速 が 均 一 に な る た め 、 流 路 の 領 域 に 固 体 粒 子 が 付 着 す る の が 防 止 さ れ る 。 こ の 効 果 は 、
既 存 の 技 術 か ら 既 知 の 円 筒 状 の フ ィ ル タ 部 材 を 有 す る フ ィ ル タ 機 構 と は 対 照 的 に 、 流 れ 方
向 に 対 し て 垂 直 な フ ィ ル タ 部 材 を 通 っ て 流 体 が ま っ す ぐ に 流 れ る こ と が で き る こ と に よ り
、 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の さ ら な る 機 能 、 特 徴 、 及 び 利 点 を 、 図 面 を 用 い て 例 示 的 な 実 施 形 態 に 基
づ き 、 よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 示 す シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 機 構 １ １ ０ 及 び 搬 送 装 置 １ ５ ０ を 有
す る 。 ノ ズ ル 機 構 １ １ ０ は 、 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 １ １ ２ 、 エ ン ド ピ ー ス １ １ ４ 、 及 び ノ
ズ ル ピ ー ス １ １ ６ か ら 構 成 さ れ る 。 流 体 １ １ ８ 、 例 え ば 固 体 粒 子 と 混 合 さ れ た 液 体 形 態 の
（ 溶 融 ） 接 着 剤 、 塗 料 、 ロ ー シ ョ ン 、 又 は 他 の コ ー テ ィ ン グ 剤 が 、 流 体 供 給 シ ス テ ム （ さ
ら に 詳 細 に は 説 明 し な い ） に よ っ て ノ ズ ル 機 構 １ １ ０ に 給 送 さ れ る 。 こ の 流 体 供 給 シ ス テ
ム は 、 ノ ズ ル 機 構 に 形 成 さ れ る 流 路 と 連 通 し 、 流 路 は 複 数 の 部 分 、 す な わ ち 、 流 体 供 給 シ
ス テ ム に 接 続 さ れ る 接 続 路 １ ２ ０ と 、 下 流 で 接 続 す る 分 配 路 １ ２ ２ と 、 下 流 で 分 配 路 １ ２
２ と 流 れ 接 続 し て 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６ に つ な が る 流 出 路 １ ２ ４ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 接 続 路 １ ２ ０ は 、 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 １ １ ２ の 斜 め の 貫 通 孔 に よ り 形 成 さ れ る （ 図 １
Ａ も 参 照 さ れ た い ） 。 貫 通 孔 自 体 は 方 向 転 換 し な い 。 図 １ か ら の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 分 配
路 １ ２ ２ は 、 完 全 に エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 １ １ ２ に あ る ホ ッ パ の 形 態 に 設 計 さ れ る 。 代 替
的 に 、 分 配 路 は 、 例 え ば 、 半 分 が エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 に 形 成 さ れ 、 半 分 が エ ン ド ピ ー ス
に 形 成 さ れ て も よ い 。 ホ ッ パ は 、 接 続 路 １ ２ ０ の 口 部 の 領 域 で 深 く な っ て お り 、 流 出 路 １
２ ４ の 方 向 に 、 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 １ １ ２ と エ ン ド ピ ー ス １ １ ４ と の 間 の 境 界 面 に 対 し
て 斜 め に 延 び る 床 １ ２ ８ に よ っ て 片 側 が 境 界 付 け ら れ る 楔 形 に 広 が っ て い る 。 接 続 路 １ ２
０ と 分 配 路 １ ２ ２ と の 間 の 遷 移 部 は 、 ほ ぼ 同 一 平 面 上 に あ り 、 床 も 曲 が っ て い な い た め 、
図 １ 及 び 図 １ Ａ に 示 す 平 面 上 の 流 体 の 流 れ も 偏 向 さ れ な い 。 接 続 路 １ ２ ０ の 中 心 軸 と 分 配
路 １ ２ ２ の 床 １ ２ ８ と の 間 の 角 度 は 、 図 示 の 例 示 的 な 実 施 形 態 で は わ ず か １ ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 分 配 路 １ ２ ２ の 楔 形 の 断 面 は 、 図 １ に 示 す 図 で は 小 さ く な っ て い る 。 ノ ズ ル 機 構 に 対 し
て 垂 直 な 図 で ノ ズ ル 機 構 の ２ つ の 異 な る 例 示 的 な 実 施 形 態 を 示 す 、 図 ２ 及 び 図 ４ に お い て
分 か る よ う に 、 所 望 の 塗 布 幅 に 応 じ て 周 面 １ ６ ４ に よ り 境 界 付 け ら れ る 分 配 路 は 、 図 の 平
面 （ plane of representation） 又 は 断 面 に 対 し て 垂 直 に 延 び る 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６
の 方 向 に 程 度 の 大 小 の 差 は あ る が 広 が る 。 ホ ッ パ の 深 さ を 調 整 す る こ と に よ り 、 分 配 路 １
２ ２ の 断 面 を 実 質 的 に 一 定 に 保 つ こ と が で き 、 こ れ に よ り 流 路 内 の 流 体 の 均 一 な 流 速 が 確
保 さ れ る 。 図 １ に 示 す 先 細 り と 、 図 ２ 及 び 図 ４ に お い て 認 識 で き る 分 配 路 の 広 が り と は 、
い ず れ も ひ と 続 き で あ る た め 、 急 激 又 は 不 規 則 な 広 が り を 伴 っ て 生 じ る と と も に 粒 子 が 集
ま り や す い デ ッ ド ス ペ ー ス が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 流 体 の 流 速 は 、 接 続 路 １ ２ ０ の 断 面 を 分 配 路 １ ２ ２ の 断 面 に 合 わ せ る こ と に よ
っ て 最 適 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 流 出 路 １ ２ ４ は 、 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 １ １ ２ と エ ン ド ピ ー ス １ １ ４ と の 間 の 境 界 面 に
形 成 さ れ る 。 流 出 路 １ ２ ４ は 、 分 配 路 １ ２ ２ の 下 側 部 分 か ら 下 流 に 延 び る 空 所 （ clearing
） に よ っ て 形 成 さ れ る 。 こ の 空 所 は 、 例 え ば 、 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 １ １ ２ と エ ン ド ピ ー
ス １ １ ４ と の 間 に 挿 入 さ れ る ス ペ ー サ シ ー ト の 形 態 で あ っ て も よ く 、 又 は 適 当 な フ ラ イ ス
削 り に よ っ て エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 １ １ ２ 又 は エ ン ド ピ ー ス １ １ ４ に 組 み 込 ま れ て も よ い
。 空 所 は 、 エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 １ １ ２ に 形 成 さ れ る 分 配 路 １ ２ ２ と の 重 複 部 を 有 し 、 こ
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の 重 複 部 に 流 体 １ １ ８ が 流 れ る 。 流 出 路 １ ２ ４ は 、 図 示 の 断 面 に 対 し て 垂 直 な 平 面 上 で 、
空 所 の ２ つ の 縁 ２ ６ ０ 、 ２ ６ ２ 、 又 は ４ ６ ０ 、 ４ ６ ２ に よ っ て 側 方 が 境 界 付 け ら れ る こ と
に よ り 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６ の 幅 を 画 定 す る （ 図 ２ 及 び 図 ４ を 参 照 さ れ た い ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 流 出 路 は 完 全 に 直 線 状 に 延 び 、 分 配 路 １ ２ ２ か ら 流 出 路 へ の 遷 移 部 も わ ず か に 方 向 転 換
す る だ け で あ る 。 分 配 路 １ ２ ２ の 床 １ ２ ８ と 流 出 路 １ ２ ４ と の 間 の 角 度 は 、 わ ず か １ ０ °
で あ る 。 し た が っ て 、 接 続 路 １ ２ ０ 、 分 配 路 １ ２ ２ 、 及 び 流 出 路 １ ２ ４ は 、 そ れ ら 自 体 が
偏 向 す る の で は な く 、 互 い に 対 し て 位 置 決 め さ れ る た め 、 流 体 の 流 れ 全 体 が ２ ５ ° を 超 え
て 偏 向 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ は 、 搬 送 方 向 １ ３ ０ に ノ ズ ル 機 構 １ １ ０ ま で 送 ら れ て ノ ズ ル 機 構 １ １ ０ と 接 触 し て
い る 基 材 １ ３ ２ も 示 す 。 し た が っ て 、 こ れ は 接 触 型 の 塗 布 シ ス テ ム で あ る 。 こ の た め に 、
エ ン ド ピ ー ス １ １ ４ に は 接 触 面 １ ３ ４ が あ る 。 後 者 は 、 図 の 平 面 上 に 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト
１ ２ ６ の 地 点 に お け る 接 線 が 流 出 路 １ ２ ４ の 中 心 軸 に 対 し て 直 角 で あ る ア ー ル 部 を 有 す る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 既 知 の 塗 布 シ ス テ ム で は 、 ノ ズ ル 機 構 １ １ ０ は 、 流 出 路 が 基 材 １ ３ ２ の 表 面 の 上 に 直 立
す る よ う に 基 材 に 対 し て 配 置 さ れ る が 、 本 発 明 に よ る シ ス テ ム で は 、 ノ ズ ル 機 構 １ １ ０ の
流 出 路 １ ２ ４ が 鉛 直 方 向 か ら 基 材 １ ３ ２ の 搬 送 経 路 に 対 し て 傾 斜 し て い る 。 図 示 の 例 示 的
な 実 施 形 態 で は 、 傾 斜 角 度 は １ ０ ° で あ る 。 一 方 で は 、 こ れ に よ り 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト １
２ ６ の う ち 接 触 面 １ ３ ４ と は 反 対 の 側 （ 流 去 側 ） で 、 流 出 路 １ ２ ４ の 中 心 軸 と 基 材 １ ３ ２
の 表 面 と の 間 に 傾 斜 角 が 形 成 さ れ る 。 他 方 で は 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６ は 基 材 １ ３ ２ の
表 面 か ら 上 昇 し て い る 。 こ れ ら 両 方 の 効 果 に よ り 、 点 線 １ ３ ５ （ 図 １ を 参 照 ） で 示 す 流 体
の 流 れ の 偏 向 が 従 来 技 術 か ら 既 知 の よ う に 直 角 に 行 わ れ る の で は な く 、 小 さ な 偏 向 角 度 で
行 わ れ る こ と を １ つ の 理 由 と し て 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６ の 領 域 に 粒 子 が 付 着 す る の が
防 止 さ れ る 。 さ ら に 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６ は 、 従 来 で は 直 接 接 触 す る 基 材 １ ３ ２ の 表
面 に よ っ て 遮 断 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 塗 布 中 の 流 体 、 特 に 固 体 粒 子 の 蓄 積 の 防 止 を 助 け る た め に 、 ノ ズ ル 機 構 １ １ ０ の ノ ズ ル
ピ ー ス １ １ ６ は 加 圧 ガ ス 路 １ ４ ２ も 有 し 、 加 圧 ガ ス 路 １ ４ ２ は 、 加 圧 ガ ス 源 （ 図 示 せ ず ）
に 接 続 す る こ と が で き る と と も に 、 ス リ ッ ト の 形 態 の ガ ス 流 オ リ フ ィ ス １ ４ ０ に つ な が る
。 加 圧 ガ ス 路 は 、 ガ ス 流 出 オ リ フ ィ ス １ ４ ０ か ら 流 れ る ガ ス の 流 れ 、 好 ま し く は 空 気 の 流
れ が 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６ に 流 れ て も 、 流 体 が 流 体 流 出 ス リ ッ ト の う ち 接 触 面 １ ３ ４ に
面 し て い な い 側 へ の 付 着 に よ っ て こ び り 付 く こ と が で き な い よ う な 向 き に さ れ る 。 流 体 流
出 ス リ ッ ト か ら 出 る 流 体 は 、 ガ ス 流 に よ り 捕 ら え ら れ て 、 流 体 流 出 ス リ ッ ト の こ の 側 に 位
置 す る ノ ズ ル 機 構 の 外 面 か ら 基 材 １ ３ ２ の 表 面 の 方 向 へ 導 か れ る 。 し た が っ て 、 流 体 は 、
材 料 の 小 塊 が 蓄 積 し て 剥 が れ 落 ち る ま で に は 至 ら な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に 示 す 本 発 明 に よ る シ ス テ ム の 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 ２ つ の ロ ー ラ １ ５ ２ 、 １ ５ ４
を 有 し 、 搬 送 ベ ル ト 上 に 配 置 さ れ た 基 材 が そ れ ら の 周 面 に わ た っ て 給 送 さ れ る 。 し か し な
が ら 、 搬 送 装 置 １ ５ ０ の 設 計 は 、 本 発 明 に よ る シ ス テ ム に と っ て 重 要 で は な い 。 代 替 的 に
、 ロ ー ラ １ ５ ２ 、 １ ５ ４ の 代 わ り に 、 例 え ば 可 動 ス テ ー ジ 又 は 任 意 の 他 の 搬 送 装 置 が あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 接 触 面 １ ３ ４ は 、 ア ー ル 部 が 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６ の 領 域 で 基 材 表 面 １ ３ ２
と 接 線 接 触 す る よ う に 設 計 す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 こ の 領 域 に お け る 接 触 面 １ ３
４ と 流 出 路 の 中 心 軸 と の 間 の 角 度 が 鋭 角 に な る 。 こ の 例 示 的 な 実 施 形 態 で も 、 基 材 に 対 す
る 遷 移 部 に お け る 流 体 の 流 れ の 偏 向 は 、 ９ ０ ° 未 満 の ま ま で あ る 。 こ の 措 置 に よ り 、 基 材
と の 流 出 路 又 は 流 出 ス リ ッ ト の 接 触 が 確 保 さ れ る 接 触 型 の ノ ズ ル 機 構 が 確 実 に な り 、 こ れ
は 流 体 の 粘 度 に よ っ て は 有 利 で あ り 得 る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 こ の 場 合 も エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 ３ １ ２ 及 び エ ン ド ピ ー ス ３ １ ４ か ら
成 る ノ ズ ル 機 構 ２ １ ０ 及 び ３ １ ０ を 、 正 面 図 （ 図 ２ ） 及 び 上 面 図 （ 図 ３ ） で 示 し て い る 。
正 面 図 で は 、 接 続 路 ２ ２ ０ 、 分 配 路 ２ ２ ２ 、 及 び 流 出 路 ２ ２ ４ の 経 路 が 破 線 で 示 さ れ る 。
二 重 線 を 用 い て 、 分 配 路 ２ ２ ２ の 上 部 及 び 側 部 と の 境 界 を 成 す 周 面 ２ ６ ４ が 、 ア ー ル 部 ２
６ ６ の 形 態 で 床 １ ２ ８ （ 図 ２ 及 び 図 ３ で は 認 識 で き な い ） に つ な が る こ と を 示 す 。 こ れ に
よ り 、 粒 子 が 集 ま る 可 能 性 が あ る 空 洞 を 表 す 角 張 っ た 遷 移 部 が 回 避 さ れ る 。 流 出 路 ２ ２ ４
の 上 部 は 、 ス ペ ー サ シ ー ト 、 エ ン ド ピ ー ス 、 又 は エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 に 組 み 込 ま れ る 空
所 の 、 上 述 の 縁 ２ ６ ０ 、 ２ ６ ２ 又 は ４ ６ ０ 、 ４ ６ ２ に よ っ て 境 界 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り
、 流 出 路 ２ ２ ４ 及 び 流 体 流 出 ス リ ッ ト １ ２ ６ の 幅 が 画 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ に 示 す ノ ズ ル 機 構 ４ １ ０ の 実 施 形 態 は 、 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 と 原 理 上 は 同 一 で あ る
。 唯 一 の 違 い は 、 塗 布 幅 が 図 ２ よ り も 小 さ い こ と で あ り 、 こ れ は 、 図 ２ よ り も 狭 い 分 配 路
４ ２ ２ と 、 ２ つ の 縁 ４ ６ ０ 、 ４ ６ ２ に よ り 境 界 付 け ら れ る 図 ２ よ り も 狭 い 流 出 路 ４ ２ ４ と
に よ り 保 証 さ れ る 。 図 ４ に 示 す 例 示 的 な 実 施 形 態 も 、 ア ー ル 部 ４ ６ ６ の 形 態 で 分 配 路 ４ ２
２ の 床 に つ な が る 、 分 配 路 ４ ２ ２ の 周 面 ４ ６ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 機 構 は 、 こ れ ら の 例 示 的 な 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 エ ン
ド ピ ー ス 若 し く は エ ン ド ピ ー ス 受 け 部 材 に お け る ス ペ ー サ シ ー ト 又 は フ ラ イ ス 削 り 部 分 （
milling） に 示 さ れ る 、 一 続 き の 空 所 の 代 わ り に 、 櫛 状 の 構 造 を 設 け る こ と も で き る 。 こ
れ に よ り 、 １ つ の 流 出 路 の 代 わ り に 、 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 複 数 の 流 出 路 が 形 成 さ れ
、 こ れ ら の 流 出 路 は 、 そ れ に 応 じ て 互 い に 隣 接 し て 配 列 さ れ る 流 体 流 出 ス リ ッ ト に つ な が
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 半 断 面 図 と し て 図 ５ に 示 す 本 発 明 に よ る フ ィ ル タ 機 構 ５ ７ ０ の 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 円
筒 軸 ５ ７ ３ に 沿 っ た 主 延 在 方 向 を 有 す る 円 筒 対 称 な ハ ウ ジ ン グ ５ ７ ２ を 含 む 。 ハ ウ ジ ン グ
５ ７ ２ は 軸 方 向 の 一 端 に 、 流 体 供 給 ラ イ ン と し て 、 入 口 孔 ５ ７ ５ が 円 筒 軸 ５ ７ ３ と 同 軸 上
に 位 置 合 わ せ さ れ る 半 径 方 向 に シ ー ル さ れ る 入 口 継 手 ５ ７ ４ を 有 す る 。 ハ ウ ジ ン グ ５ ７ ２
の 反 対 端 に は 、 流 体 排 出 ラ イ ン と し て 、 ね じ 継 手 ５ ７ ７ を 接 続 部 材 と し て 有 す る 同 様 に 軸
方 向 に シ ー ル さ れ る 出 口 継 手 ５ ７ ６ が あ る 。 出 口 継 手 ５ ７ ６ 及 び ね じ 継 手 ５ ７ ７ は 、 タ ッ
プ 穴 ５ ７ ８ を 有 し 、 タ ッ プ 穴 ５ ７ ８ も 同 様 に ハ ウ ジ ン グ ５ ７ ２ の 円 筒 軸 ５ ７ ３ と 同 軸 上 に
位 置 合 わ せ さ れ る 。 流 体 供 給 ラ イ ン ５ ７ ４ 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ７ ２ 、 及 び 流 体 排 出 ラ イ ン ５ ７
６ が 同 軸 配 列 さ れ て い る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ 機 構 ５ ７ ０ 内 の 流 れ 方 向 は 完 全 に 直 線 状 で
あ る 。 さ ら に 、 言 う に 値 す る ほ ど の 断 面 の 収 縮 が な い た め 、 フ ィ ル タ 機 構 ５ ７ ０ を 流 れ る
流 体 の 乱 流 及 び 速 度 変 化 の 大 部 分 が 防 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 固 体 粒 子 の い か な る 付 着 も
抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 示 の 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 全 部 で ３ つ の 平 板 状 フ ィ ル タ 部 材 又 は デ ィ ス ク ５ ８ ０ 、
５ ８ １ 、 ５ ８ ２ が ハ ウ ジ ン グ ５ ７ ２ 内 に 位 置 す る 。 フ ィ ル タ デ ィ ス ク の 表 面 は 、 円 筒 状 の
ハ ウ ジ ン グ ５ ７ ３ に 対 し て 、 し た が っ て 流 体 の 流 れ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ る 。 こ の 措 置 に
は 、 流 れ の 偏 向 が 起 こ ら な い と い う 効 果 も あ る 。 フ ィ ル タ デ ィ ス ク ５ ８ ０ に は 、 濾 過 材 （
filter medium） と し て 、 環 状 の キ ャ リ ア フ レ ー ム （ carrier frame） 及 び 濾 布 が 取 り 付 け
ら れ て い る か 、 又 は 内 部 に 張 ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 図 ５ に 示 す 複 数 の こ の よ う な フ
ィ ル タ デ ィ ス ク ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ の 配 列 で は 、 流 れ 方 向 に １ つ の フ ィ ル タ デ ィ ス ク
か ら 次 の フ ィ ル タ デ ィ ス ク へ と 、 布 の メ ッ シ ュ サ イ ズ を 小 さ く す る こ と が 有 利 で あ る こ と
が 分 か っ て い る 。 こ の メ ッ シ ュ サ イ ズ の 漸 次 変 化 （ graduation） は 、 ほ ぼ 同 量 の 粒 径 の 大
き す ぎ る 濾 過 す べ き 不 純 物 又 は 粒 子 が 、 各 フ ィ ル タ デ ィ ス ク に お い て 分 離 さ れ る よ う に 、
粒 子 の 粒 径 を 考 慮 し て 行 わ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 全 体 と し て フ ィ ル タ 機 構 の
耐 用 寿 命 を 延 ば す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 フ ィ ル タ デ ィ ス ク ５ ８ ０ 、 ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ は 、 ス ペ ー サ ス リ ー ブ ５ ８ ４ 、 ５ ８ ５ 、 ５ ８
６ に よ っ て ハ ウ ジ ン グ ５ ７ ２ 内 に 均 等 な 間 隔 で 配 列 さ れ る 。 ス ペ ー サ ス リ ー ブ 及 び フ ィ ル
タ デ ィ ス ク を 洗 浄 又 は 交 換 す る た め に は 、 入 口 継 手 ５ ７ ４ を 取 り 外 し た 後 で 、 こ れ ら を ハ
ウ ジ ン グ ５ ７ ２ か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。 異 な る 長 さ の ス ペ ー サ ス リ ー ブ を 用 い る こ と
に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ７ ２ 内 に １ つ 、 ２ つ 、 又 は そ れ 以 上 の 数 の フ ィ ル タ デ ィ ス ク を 同 じ
間 隔 又 は 異 な る 間 隔 で 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ で は 、 図 ５ か ら の フ ィ ル タ 機 構 ６ ７ ０ が 、 本 発 明 に よ る 例 示 的 な シ ス テ ム に お い て
固 体 粒 子 を 含 有 す る 流 体 を 塗 布 す る た め に 用 い ら れ る 。 よ り 厳 密 に 言 う と 、 図 示 の 機 構 は
、 本 シ ス テ ム に 属 す る 溶 融 ／ 搬 送 装 置 ６ ９ ０ で あ る 。 溶 融 ／ 搬 送 装 置 ６ ９ ０ で は 、 顆 粒 又
は 塊 の 形 態 で タ ン ク 部 分 ６ ９ １ に 導 入 さ れ る ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 が 、 溶 融 さ れ て 、 モ ー タ
に よ り 駆 動 さ れ る ポ ン プ ６ ９ ２ （ 例 え ば ギ ヤ ポ ン プ ） に よ っ て フ ィ ル タ 機 構 ６ ７ ０ の 方 向
に 搬 送 さ れ る 。 弁 ６ ９ ５ 及 び バ イ パ ス ラ イ ン ６ ９ ６ が 、 タ ン ク ６ ９ １ 及 び ポ ン プ ６ ９ ２ を
接 続 す る 吸 引 ラ イ ン ６ ９ ３ と 、 ポ ン プ ６ ９ ２ 及 び フ ィ ル タ 機 構 ６ ７ ０ を 接 続 す る 圧 力 ラ イ
ン ６ ９ ４ と の 間 に 接 続 さ れ る 。 弁 ６ ９ ５ を 用 い て 、 バ イ パ ス ラ イ ン ６ ９ ６ を 開 く 流 体 の 最
高 圧 力 を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 圧 力 ラ イ ン ６ ９ ４ は 、 フ ィ ル タ 機 構 ６ ７ ０ と 平 行 の 向 き で あ る た め 、 圧 力 ラ イ ン か ら フ
ィ ル タ 機 構 へ の 遷 移 部 に お い て も 流 体 の 流 れ の 偏 向 は 生 じ な い 。 図 ６ に 示 す 例 示 的 な 実 施
形 態 と は 対 照 的 に 、 圧 力 ラ イ ン ６ ９ ４ を 入 口 継 手 ５ ７ ４ の 入 口 孔 ５ ７ ５ の 下 面 と 同 一 平 面
上 に 配 列 さ せ る こ と に よ り 、 そ う し な い 場 合 に 形 成 さ れ て し ま う 空 洞 に 重 力 に よ っ て 固 体
粒 子 が 集 ま る こ と を で き な く す る こ と が 有 利 で あ る と 分 か っ て い る 。 別 の 好 ま し い 例 示 的
な 実 施 形 態 で は 、 圧 力 ラ イ ン ６ ９ ４ は 、 少 な く と も 圧 力 ラ イ ン ６ ９ ４ に 接 続 さ れ る フ ィ ル
タ 機 構 ６ ７ ０ の 流 体 供 給 ラ イ ン ５ ７ ４ の 領 域 に お い て 、 入 口 孔 ５ ７ ５ と 同 じ 断 面 を 有 す る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ は 、 こ の 断 面 に 向 か っ て 流 れ 方 向 に 沿 っ て 圧 力 ラ イ ン ６ ９ ４ を 徐 々 に 拡 大 す る こ と
に よ り 、 又 は 圧 力 ラ イ ン ６ ９ ４ が 全 長 に わ た っ て フ ィ ル タ 機 構 ６ ７ ０ の 入 口 孔 ５ ７ ５ と 同
じ 断 面 を 有 す る よ う に す る こ と に よ り 、 達 成 す る こ と が で き る 。 い ず れ の 場 合 も 、 圧 力 ラ
イ ン か ら フ ィ ル タ 機 構 へ の 遷 移 部 に お い て 流 速 の 急 激 な 低 下 は な く 、 流 体 が 分 離 し て 固 体
粒 子 が 堆 積 す る 傾 向 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 出 口 側 で は 、 接 続 ホ ー ス ６ ９ ８ が 、 ね じ 継 手 ５ ７ ７ に よ っ て フ ィ ル タ 機 構 ６ ７ ０ の 流 体
排 出 ラ イ ン ５ ７ ６ に 接 続 さ れ る 。 後 者 は 、 フ ィ ル タ 機 構 ６ ７ ０ を 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 機 構
に 接 続 す る 。 通 常 は 、 さ ら な る 接 続 部 材 が 接 続 ホ ー ス ６ ９ ８ と ノ ズ ル 機 構 と の 間 に 接 続 さ
れ る 。 こ れ ら は 、 塗 布 プ ロ セ ス を 制 御 す る 弁 と 、 接 続 ホ ー ス ６ ９ ８ 及 び ノ ズ ル 機 構 の 接 続
路 の 両 方 と 連 通 す る 流 体 供 給 ラ イ ン と を 含 む 。 こ の シ ス テ ム の 場 合 、 接 続 ホ ー ス ６ ９ ８ は
、 ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 を 塗 布 す る た め に 加 熱 す る こ と が で き る た め 、 溶 融 ／ 搬 送 装 置 ６ ９
０ か ら ノ ズ ル 機 構 ま で の 搬 送 経 路 に 沿 っ て 、 最 適 な 処 理 温 度 及 び 流 動 性 が 維 持 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 流 出 ギ ャ ッ プ に 対 し て 垂 直 な 平 面 に ノ ズ ル 機 構 及 び 搬 送 装 置 を 有 す る 、 本 発 明 に
よ る シ ス テ ム の 実 施 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ａ 】 図 １ か ら の 実 施 形 態 に よ る ノ ズ ル 機 構 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 機 構 の 第 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ か ら の ノ ズ ル 機 構 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る ノ ズ ル 機 構 の 第 ２ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る フ ィ ル タ 機 構 の 実 施 形 態 の 部 分 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る シ ス テ ム の 溶 融 ／ 搬 送 装 置 に 設 置 さ れ た 、 図 ５ に よ る フ ィ ル タ 機 構
の 側 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 １ Ａ 】

【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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